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　 1999 2004 2009

男 　 　 　

25～29 58.3 64 64.2

30～34 39 45.4 47.9

35～39 31.7 33.4 41.6

女 　 　 　

25～29 51.3 56.1 60.3

30～34 22.9 33.1 36.5

35～39 15.7 19.8 24.3

社会保障・人口問題研究所「世帯動態調査」より。

＊離家して一人暮らししている若者は調査の回収確率が低いため、同居
率は実際より高く出る可能性がある
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妻子高齢者

母子家庭
日雇い
労働者

３つの傘がしぼむと、雨に濡れる人が増える
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夫(稼
ぎ
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ル女性
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シング
ル男性

夫（稼
ぎ手）

100万円の
壁

不安定雇用の普遍化
　被扶養のパート女性、派遣女性の働き方が拡大モデル家族

　片働き世
帯

勝間和代さん
などごく一部
の女性

（しんぐるまざあず・ふぉーらむ赤石千衣子氏作成）
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経産省「2008年通商白書」
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労働して生活できる

雇用保険

生活保護

つなぎ融資

教育費かけてもらう
勉強できる家族・住環境

子どもの貧困

貧困の世代間
連鎖

低い公的教育
費

非正規労働の
拡大

派遣・期間工
切り

使えない緊急小口
資金貸付

未加入者1000万
人超？

水際作戦
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べ
　
り
　
台
　
社
　
会

貧　困　の　固　定　化　→　少
　子　化

NOといえない
労働者
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2009年経済財政諮問会議資料



 14UNICEF, Child poverty in perspective: An overview of 
child well-being in rich
countries (2007) より作成（中嶋哲彦）。.
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家庭
ＨＯＭＥ
ＬＩＦＥ

仕事
ＷＯＲＫ

福祉
ＷＥＬＦＡＲＥ

ワーク･ライフ・バランス

積極的雇用政策

家族機能の外部化

ワーク・ライフ・ウェルフェア・バランスで

全員参加型社会の実現を
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雇用保険 生活福祉資金貸付 生活保護

医療 年金 障害

病院 年金機構 障害福祉

ハローワーク 福祉事務所社協

パーソナル・サポートのイメージ①

医療・年金・障害・・・といった制度はその対象者を規定していて、要件に合致する人は制
度の光に照らされるが、要件に合致しない人は制度の光から漏れる。

現在、制度の担い手＝行政にとっては、「制度の限界が担当者の限界」になるため、光に
照らされない人たちは、行政の枠外になり、行政が批判される背景ともなってきた（制度
本位）。

その闇の部分を、人本位で、制度利用の有無にかかわらずカバーしてきたのは、家族と
企業と地域だった。必要に応じて、制度に<つなぎ>、また<もどす>役割も担ってきた。
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雇用保険 生活福祉資金貸付 生活保護

医療 年金 障害

病院 年金機構 障害福祉

ハローワーク 福祉事務所社協

パーソナル・サポートのイメージ②

近年、雇用環境の悪化、家族の変容などにより、家族と企業にカバーされない人たちが
増えた（「無縁」「孤族」等々）。制度も多様化・複雑化しており、ともすると闇の部分に放置
されたままの人たちが増え、社会全体に不安が蔓延している。

制度に照らされない人たちを拾い上げ、制度に<つなぎ><もどす>という個別的・継続的・
包括的支援を提供してきたのは、ＮＰＯ・民生委員・地域の世話焼きさんなど、現場で汗を
かいてきた人たちだった。しかし、その「善意」はあくまで個人芸・エキストラサービスであ
り、当事者から見れば「運がよかった」という話でしかない。

必要な人を効率的に支援に結びつけるためにも、放置されることによる支援コスト増大を
防ぐためにも、「気遣い人」の機能をもつ社会サービスを構築する必要がある。それが
パーソナル・サポートである。
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